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疲労時五感の定式化と疲労時能力を AIで補正する五感拡張装置の開発 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

疲労時五感の特性調査の方法と疲労時能力をAIで補正する五感拡張装置の開発方法につい

て提案し，まず疲労前後の五感の能力の変化を調べるために基礎実験を行った．実験では被験

者にメンタル・フィジカルそれぞれのワークロードを一定に与え，疲労を与える前後の視覚，聴覚，

触覚の変化を調査した．20分の計算の前後では，計算実験の結果より，聴力検査の結果にはばら

つきがあり，計算，何もしないの前後の両方で，被験者らのヒアリングレベルに変化がみられた．実

験を通して，適切な作業負荷の再検討，五感検査を短時間で行える簡易手法の考案が必要であ

ることがわかった．今後はさらに大人数に対して計測を行い，モデル化を目指す． 

 五感拡張を行うウェアラブルデバイスとしては，主に視覚に焦点を当て，目に入る光の量を制御

し明暗順応を支援する眼鏡型デバイス，適切な瞬目タイミングを取得し反射性瞬目を誘発する眼

鏡型デバイスを実装した．明暗順応を支援するウェアラブルデバイスは，視界の明るさが変化する

際に遮光フィルムとＬＥＤを用いて明るさの変化を緩やかにし，急な明るさの変化による人の視力低

下を抑制する．適切なタイミングで瞬目を誘発するウェアラブルデバイスの研究では，人の目が乾

いてきた際に瞬目させるウェアラブルデバイスはいくつか提案されているものの，瞬目誘発のタイミ

ングが考慮されていないため，基礎調査から瞬目誘発に不適切なタイミングがあることを示し，瞬

目させるべきタイミングで睫毛に空気を吐出して反射性瞬目をさせる眼鏡型デバイスを実装した．

今後の展望としては，基礎調査からモデル化した疲労を検知した際に，これらのデバイスによって

視界のまぶしさや目の渇きを緩和し，視覚の支援を行うことを考えている．加えて，基礎実験を進

めつつ，その他の感覚拡張装置についても開発を進める． 
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